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特集●アレルギー対策─花粉症・食物アレルギー・アトピー等への対応
わが国のアレルギー対策の現状と今後の展望─喘息死ゼロ作戦を中心に 厚生労働省健康局疾病対策課 日下 英司
アレルギーの克服に向けた最近の研究成果と今後の展望 国立病院機構相模原病院 秋山 一男
アレルギー疾患の発症関連要因 福岡大学医学部公衆衛生学 田中 景子・三宅 吉博
地域におけるアトピー・アレルギー対策─保健所での母子保健・学童期の取り組みから

板橋区健康生きがい部(保健所)予防対策課 阿部 敦子
学校におけるアレルギー対策の課題と今後の対策 文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課 岡田 就将
花粉症の研究と対策の最前線
①花粉症発生源対策の現状と今後の展望─林野庁の取り組みから 林野庁森林整備部研究・保全課 渋谷晃太郎
②花粉アレルゲンの高感度測定法の意義と応用 山形県衛生研究所 高橋 裕一・阿彦 忠之
食物アレルギーの研究と対策の最前線
①食物アレルギーの疫学と発症・重症化予防に関する研究 国立病院機構相模原病院臨床研究センター 今井 孝成
②食物アレルギー表示に関する課題と展望 順天堂大学医学部公衆衛生学教室 丸井 英二
●視点
アレルギーは何故増えたか？ ラホイヤアレルギー免疫研究所名誉所長 石坂 公成
●特別寄稿
アメリカとヨーロッパ，それぞれの豊かさ 同志社大学経済学部教授 橘木 俊詔
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編集室通信

医学は科学，しかし100%の病気克服はあ
りえず，万能でないことも確かなこと．職業柄
か，医学の不確実性をいつも忘れず心に置
いています．だからこそ，病気にならず健康
でい続けることがとても大事と思っています．
頼れるのは，結局は自分．健康の秘訣を追
究して，今得ている答えは，結局は自らの
「心のあり方」が自らの健康を創る，というこ
とです．いつも穏やかでほっこりした心でいた
い．でも1 日働くと心にも垢が溜まるから，1
日の疲れや心の汚れを落とすため，夜は湯
船にアロマオイルを数滴入れて，いい香りに
包まれそっと目を瞑る．お風呂での静謐なひ
とときで，心身ともにリフレッシュ．健康のため
にアロマと暝想とお風呂療法，取り入れてお
ります．皆さんは？ (野中)

(担当/野中・天野)
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阿彦 忠之 山形県健康福祉部・衛生研究所

品川 靖子 東京都杉並区杉並保健所

高鳥毛敏雄 大阪大学大学院医学系研究科

西田 茂樹 福島県衛生研究所

私が近代西洋医学を学んだ 1980 年代までは，患者が
民間療法等を利用していると知った医師の多くは，それを
非科学的な行為としてやんわりと否定するか，自分の行う
治療とは切り離して扱っていたように思います．
近年米国を中心に西洋医学の限界が指摘されるようにな

り，相補・代替医療のエビデンス研究の進歩等を背景に，
わが国の医学界においても統合医療が注目されてきている
のには，時代の移り変わりを感じます．
そして，これは本特集内の瀧澤先生の言葉をお借りす
れば，「歴史を越えて，常に正統的医療への対抗文化と
して伝統医療やそれにもとづく健康法が存在してきたこと
は，人間の多様な生の全体を現代医学がなお十分に対象
化しえていないことを示している」のかもしれません．

一方で，近代西洋医学の進歩と寿命の延長により，現
代人の医療への期待はふくらむばかりです．その多様なニ
ーズに応え，患者中心の医療を提供していくためには，わ
が国における相補・代替医療のエビデンスの集積と，統
合医療をチームで実践できる医師や保健医療福祉スタッフ
の養成が急務と言えそうです．
さらに，相補・代替医療が住民を中心とした疾病予防
や健康づくりの切り札になるかどうかは今後のお楽しみです
が，今回特集したヨーガや温泉療法などの実際は，皆様
ご自身のヘルスケアにもすぐにお役立ていただける内容かと
思います．
亥年の疲れを新年に持ち越してしまった方，温泉につか

って久保田先生の「総合的生体調整作用」を実感してみ
ませんか． (品川靖子)
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